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『まつまえ』の題字は金子�亭先生の揮毫



�広報まつまえ 平成１９年６月号

 

 

 

　

今
回
の
投
票
で
選
ば
れ
る
議
員

数
は
、　

名
で
す
。

１４

　

今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
方

は
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
て
、
次
の
用
件
に
あ
て
は
ま
る

方
で
す
。（
た
だ
し
、失
権
者
は
除

き
ま
す
。）
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��

（
昭
和　

年
６
月　

日
ま
で
に
生

６２

２５

ま
れ
た
方
）
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投
票
は
、
６
月　

日
頃
お
送
り

２０

す
る
入
場
券
（
ハ
ガ
キ
）
に
記
載

し
て
い
る
投
票
所（
上
記
一
覧
表
）

で
投
票
で
き
ま
す
。
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�
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�
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投
票
の
際
は
、
入
場
券
を
忘
れ

ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
あ
や
ま
っ
て
紛
失
等
し

た
場
合
で
も
投
票
は
で
き
ま
す
の

で
、
投
票
所
の
係
員
に
そ
の
旨
を

お
話
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
入
場
券
が
届
か
な
い
方

は
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�

　

投
票
時
間
は
、�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
で
す
。
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「
ケ
ガ
な
ど
で
字
が
書
け
な
い
」

な
ど
と
い
う
方
の
た
め
に
、
各
投

票
所
に
は
本
人
に
代
わ
っ
て
記
載

し
て
く
れ
る
投
票
補
助
者
を
お
い

て
い
ま
す
。
本
人
の
指
示
に
従
う

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
投
票
内
容
の

秘
密
も
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご

遠
慮
な
く
係
員
へ
お
申
し
付
け
く

だ
さ
い
。
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住　　　所投　票　所　の　名　称投票区名

原口３９６番地の２原 口 老 人 憩 の 家第１投票区

江良４２５番地の１パートナーシップランド第２投票区

清部４６０番地の２清部生活改善センター第３投票区

茂草６１８番地茂 草 町 内 会 館第４投票区

静浦３１４番地の９静 浦 町 内 会 館第５投票区

赤神１２６番地小島地区基幹集落センター第６投票区

札前３５６番地の２札前生活改善センター第７投票区

館浜３２３番地館浜生活改善センター第８投票区

建石５２番地の６建石コミュニティセンター第９投票区

弁天松前港地内漁 民 セ ン タ ー第１０投票区

大磯７３番地大 磯 町 内 会 館第１１投票区

唐津５１番地の１ふれあい交流センター第１２投票区

福山２４８番地松 前 町 役 場第１３投票区

豊岡２５８番地さ く ら 保 育 園第１４投票区

月島２２７番地の５月 島 福 祉 の 家第１５投票区

朝日３７２番地の１朝 日 寿 の 家第１６投票区

大沢３１０番地の１大 沢 老 人 憩 の 家第１７投票区

荒谷１５１番地荒 谷 寿 の 家第１８投票区

白神２５０番地旧 白 神 町 内 会 館第１９投票区
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� 広報まつまえ 平成１９年６月号

　

投
票
日
の
当
日
、
仕
事
・
旅
行
・

病
気
・
レ
ジ
ャ
ー
・
買
物
な
ど
で

当
日
投
票
に
行
け
な
い
方
は
、
期

日
前
・
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

�
��
�

６
月　

日（
水
）〜
６
月　

日（
土
）

２０

２３

�
��
�

　

役
場
又
は
各
支
所
の
４
か
所
で

期
日
前
・
不
在
者
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

�
��
�

役　

場
＝
午
前
８
時　

分
か
ら

３０

　
　
　
　

午
後
８
時
ま
で

各
支
所
＝
午
前
９
時
か
ら

　
　
　
　

午
後
５
時
ま
で

　

な
お
、
期
間
中
の
土
曜
日
も
こ

の
時
間
で
受
付
し
て
お
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	



　

選
挙
管
理
委
員
会
へ
投
票
用
紙

な
ど
の
必
要
な
書
類
を
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。
請
求
用
紙
は
用
意
し

て
お
り
ま
す
が
、
書
面
で
あ
れ
ば

形
式
は
特
に
問
い
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
本
人
が
請
求
し
な
い
と
投
票

用
紙
等
は
送
付
で
き
ま
せ
ん
。

　

請
求
は
郵
送
で
も
で
き
ま
す
し
、

告
示
日
前
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

�
��������	
�

　

請
求
を
受
け
た
後
、
後
日
選
挙

管
理
委
員
会
か
ら
投
票
用
紙
と
関

係
書
類
を
お
送
り
し
ま
す
。
こ
れ

ら
を
持
っ
て
、
滞
在
先
近
く
の
選

挙
管
理
委
員
会
（
市
役
所
・
役
場

等
）
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
滞
在
先
で
の
投
票
が
遅

く
な
り
ま
す
と
、
投
票
日
ま
で
に

貴
重
な
一
票
が
届
か
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
無
効
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
投
票

は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

か
ら
だ
の
不
自
由
な
方
の
た
め
、

郵
便
に
よ
る
在
宅
投
票
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

利
用
で
き
る
方
は
、
障
が
い
の

程
度
な
ど
条
件
（
下
表
）
が
あ
り

ま
す
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
事
前

に
対
象
者
に
請
求
書
等
関
係
書
類

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
在
宅
投
票

を
希
望
す
る
方
は
、
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
早
め
に
選
挙
管
理

委
員
会
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
こ
と
は
あ
ら
か
じ
め
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

入
院
先
の
病
院
な
ど
で
投
票
が

で
き
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

入
院
先
の
病
院
な
ど
が
、
不
在

者
投
票
の
で
き
る
施
設
と
し
て
指

定
さ
れ
て
い
れ
ば
、
不
在
者
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

場
合
は
、
病
院
な
ど
に
不
在
者
投

票
を
希
望
す
る
旨
の
申
し
出
を
す

れ
ば
、
病
院
で
手
続
き
を
取
っ
て

く
れ
ま
す
の
で
、
早
め
に
病
院
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
町
内
で
不
在
者
投
票
で

き
る
施
設
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い

る
の
は『
町
立
松
前
病
院
』と『
松

前
南
殿
荘
』と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

■
投
票
用
紙
以
外
の
用
紙
（
入
場

券
・
名
刺
な
ど
）
に
候
補
者
の

氏
名
を
記
載
し
た
も
の

■
候
補
者
で
な
い
者
の
氏
名
を
記

載
し
た
も
の

■
２
人
以
上
の
候
補
者
の
氏
名
を

記
載
し
た
も
の

■
候
補
者
の
氏
名
の
ほ
か
、
他
事

を
記
載
し
た
も
の

■
白
紙
の
も
の

■
単
に
雑
事
や
記
号
、
符
号
を
記

載
し
た
も
の

 

　

松
前
町
議
会
議
員
選
挙
の
開
票

は
即
日
開
票
で
す
。

　

開
票
は
午
後
８
時
か
ら
町
民
体

育
館
で
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
参
観
人
は
到
着
順
に　
１００

人
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

開
票
速
報
は
、
役
場
前
に
掲
示

し
ま
す
が
、
最
終
開
票
結
果
に
つ

い
て
は
、
防
災
行
政
無
線
で
も
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
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　今日の地方財政は、地方税収入や地方交付税の原資

となる国税収入が回復傾向にある一方で、景気回復は

地域によってばらつきがあり、公債費も高い水準で推

移するとともに社会保障関係経費の自然増等により、

依然として財源不足が生じる厳しい状況が見込まれて

おります。

　更に三位一体の改革による税源移譲が本格化し、地

方財政計画では歳出の見直しによる地方財源不足の圧

縮が一層進むなか、国の「基本方針２００６」を踏まえ

「新地方行革指針」を更に推進する指針も策定され、

公表された集中改革プランの実現に向けた着実な取り

組み、公共サービス改革に係る総点検と市場化テスト

の積極的活用及び地方公会計改革によるバランスシー

ト、行政コスト計算書等を作成し、住民にわかりやす

く透明性の高い行政運営の確立と改革の推進する方針

が示されたところであります。

　地方公共団体においては、個性と工夫に満ちた魅力

ある地方の形成、資源循環型社会の構築と環境問題へ

の対応、少子・高齢化社会に向けた福祉施策等、地域

の課題に重点的に取り組み、地域経済の活性化と地域

雇用の創造を推進しながら、自らの財政状況を分析し、

歳出全般の効率化と財源配分の重点化を図り、歳入に

おいても自主財源の積極的な確保により、地方分権の

時代にふさわしい簡素で効率的な行政システムの確立

と持続可能な財政への転換が急務であるため、健全化

計画を策定するなど自主的かつ主体的に財政構造の改

善を図り、地域再生に取り組むことが求められていま

す。

��������������	����

　平成１９年度の町財政については、景気回復の中

にあっても地方景気の伸び悩みや高齢化の進行な

どを反映し、歳入においては国が進める三位一体

の改革による税源移譲で町税は伸びるものの、大

幅な収入の伸びは期待できず、歳入の約８割が国

などからの依存財源で占められ、その大宗をなす

地方交付税は新型交付税算定による削減は避けら

れない状況であり、財政の硬直化の進行と財源調

整のための基金も残り少なく危機的な状態にあり

ます。

　また、歳出においては事務事業の見直し、経費

の削減に最大限の努力を続けてきたものの、国の

改革による地方交付税等の大幅な削減に追いつか

ず、これまで以上の工夫と必要性、効率性及び有

効性等コスト意識を十分に発揮して、最小の経費

で最大の効果を導くために、これからの「まちづ

くり」は一人ひとりの担う役割が今まで以上に欠

かせない大きな要素となっています。

　このような状況の中、予算編成にあたっては、

累次の評価、見直しにおいて協議・決定されたこ

とを基本としながら、公平性を保つ町税の確保と

受益者負担等の見直しを常に課題として恒常的な

歳入の確立を目指し、行政の担うサービスを成果

重視等の観点から見直しを図り、「集中取組み期

間」の最終年度である本年度は、シーリング方式

による徹底した歳出経費の削減対策を検討、反映

させ限られた財源を活かした効率的な行政運営が

図れるよう、創意工夫と新たな視点に立って予算

策定に取り組んだところであります。
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歳入歳出差引残額３７,０３６千円は、翌年度に３,４０３千円繰り越し、財政調整基金に
３３,６３３千円編入した。

決算総額に
対する決算
額 の 割 合

予算額に対
する決算額
の 割 合

決 算 額予 算 額科 目

１０.５％１００.８％５７０,８９６５６６,５７３町 税

２.３％１００.３％１２７,５０６１２７,０６２地方譲与税

０.１％１０８.９％４,５１９４,１５１利子割交付金

０.０％１７７.０％１,１０３６２３配当割交付金

０.０％３１８.４％１,４３３４５０株式等譲渡所得割交付金

１.８％１０３.１％９７,９５９９５,０００地方消費税交付金

０.５％１０１.８％２８,３１２２７,８００自動車取得税交付金

０.４％１００.０％２２,１６６２２,１６６地方特例交付金

５１.９％１０２.５％２,８１８,１９８２,７４９,９５６地方交付税

０.０％８１.５％５７０６９９交通安全対策特別交付金

０.８％９９.４％４１,８０９４２,０４３分担金及び負担金

２.７％１０３.６％１４４,２５７１３９,１８３使用料及び手数料

３.８％６９.３％２０５,６４３２９６,６２３国庫支出金

１４.２％９０.０％７７２,４２７８５８,３３０道 支 出 金

０.５％１０３.６％２５,２７６２４,３９５財 産 収 入

０.１％９２.５％３,７６３４,０６６寄 附 金

０.７％３６.４％３８,４２２１０５,４２４繰 入 金

００繰 越 金

３.１％９１.８％１６５,８０５１８０,６０１諸 収 入

６.６％９０.０％３５９,９００４００,１００町 債

１００.０％９６.２％５,４２９,９６４５,６４５,２４５収 入 合 計

������ （単位　千円）

決算総額に
対する決算
額 の 割 合

予算額に対
する決算額
の 割 合

決 算 額予 算 額科 目

１.１％９９.７％６０,９７６６１,１５４議 会 費

５.４％９８.２％１９１,１８３１９４,７７８総 務 費

１４.６％９８.６％７８７,６２７７９８,８５６民 生 費

７.９％９９.６％４２５,６３０４２７,２４９衛 生 費

０.０％６７.８％２９５４３５労 働 費

１.９％８４.３％１０３,６５７１２２,９２９農林水産業費

１.５％９９.７％８０,６７５８０,９３１商 工 費

１１.９％８８.０％６４３,０５８７３０,７７３土 木 費

６.５％１００.０％３５１,２４３３５１,２８４消 防 費

６.５％９９.３％３４８,６１６３５０,９２８教 育 費

０.４％１５.３％２２,３７３１４６,５３２災害復旧費

１９.３％１００.０％１,０４１,９４６１,０４２,２９４公 債 費

２４.８％１００.０％１,３３５,６４９１,３３６,１０２職員給与費

０１,０００予 備 費

１００.０％９５.５％５,３９２,９２８５,６４５,２４５支 出 合 計

������ （単位　千円）

����������������������������������������������������������������������										
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合 計普 通 財 産行 政 財 産
区 分

建 物土 地建 物土 地建 物土 地

１０２,１８０３１,２８９,７７９３,９２９１５,８２６,４８８９８,２５１１５,４６３,２９１土地及び建物

�　土地、建物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　�）

合 計普 通 財 産行 政 財 産
区分

推定蓄積量面 積推定蓄積量面 積推定蓄積量面 積
�

１９１,９６１
�

１７,４９９,９５０
�

１４６,９３９
�

１２,２７３,２００
�

４５,０２２
�

５,２２６,７５０山林

�　山　林

金 額区 分金 額区 分

７�物 権（ 温 泉 権 ）２２９,１９２財 政 調 整 基 金

３０９有 価 証 券１９,１７０教育施設整備基金

７９,４５５出 資 に よ る 権 利２０,２０７減 債 基 金

１０６,０５２債 権３,０３０地 域 福 祉 基 金

５３,６８１役場庁舎建設基金

３,７１３さくらと城のふるさとづくり基金

�　基金、物権、有価証券等　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　千円）

１世帯当た
り 調 定 額

（円）

総人口に対する
１人当たり調定
額　　　（円）

左の１人�当
たり調定額

（円）

納 税
義 務 者
（人・社）

調 定 額
（現年分）

（千円）
税 目

４９,５１３
６,０５９

２１,９８１
２,６９０

６２,５８６
１８９,３５８

３,６５９
１４８

２２９,００２
２８,０２５

町 民 税
　 個 人
　 法 人

４３,６８６１９,３９４４５,０２０４,４８８２０２,０４８純固定資産税

２,３４５１,０４１５,４９４１,９７４１０,８４６軽自動車税

１４,８９１６,６１１２２,９５８,０００３６８,８７４町たばこ税

１,６１６７１７３,７３８,５００２７,４７７入 湯 税

１１８,１１３５２,４３５－－５４６,２７２合 計

�������	 平成１８年３月３１日現在　人　口 １０,４１８ 人 
世帯数　４,６２５世帯

差 引 現 在 高
 （Ａ）＋（Ｂ）－（Ｃ）

本 年 度平成１６年度末現在高
（Ａ） 償還額（Ｃ）借入額（Ｂ）

７,２２１,３６９８６５,８２４３５９,９００７,７２７,２９３

�������	
��
� （単位　千円）

�������	


借入金総額　　８００,０００千円 
利　　　率　　年０.６８０～１.３７５％
借 入 期 間　　平成１８年２月２４日～平成１８年３月１５日　　平成１８年３月２３日～平成１８年５月１２日
　　　　　　　平成１８年３月２９日～平成１８年５月３１日



�広報まつまえ 平成１９年６月号

�� �� �� ��

１ 世 帯
当たり額

（円）

総人口に対する
１人当たり額　

（円）

左の１人�
当 た り 額

（円）

納 税
義 務 者
（人・社）

予 算 額
（現年分）

（千円）
税 目

５０,４６９
７,４９７

２２,７６８
３,３８２

６３,１７６
２３２,４６６

３,６６６
１４８

２３１,６０４
３４,４０５

町 民 税
　 個 人
　 法 人

４２,７４６１９,２８４４３,８７４４,４７１１９６,１６２純固定資産税

２,４７５１,１１６５,７５７１,９７３１１,３５８軽自動車税

１５,１９８６,８５６２３,２４８,３３３３６９,７４５町たばこ税

００００１鉱 産 税

１,３３３６０１３,０５９,５００２６,１１９入 湯 税

１１９,７２０５４,０１０－－５４９,３９４合 計

�������	 平成１９年３月３１日現在　人　口 １０,１７２ 人 
世帯数　４,５８９世帯

差引現在高
（Ａ）＋（Ｂ）＋
（Ｃ）－（Ｄ）－
（Ｅ）　　　　

本 年 度
平成１７年度末
現 在 高

（Ａ）

償 還 額借 入 額

１０月１日～

３月３１日（Ｅ）

４月１日～

９月３０日（Ｄ）

１０月１日～

３月３１日（Ｃ）

４月１日～

９月３０日（Ｂ）

６,４１７,７１４６３４,２６６２０７,４８９３６,６００１,５００７,２２１,３６９

�������	
� 平成１９年３月３１日現在（単位　千円）

�������	


平成１９年３月３１日現在高　６２０,０００千円
利　　　　　　　　　率　年１.６２５％
借　　入　　期　　間　平成１９年３月１９日～平成１９年４月１０日
　　　　　　　　　　　　平成１９年３月２３日～平成１９年４月１０日

※予算執行の状況には平成１７年度からの繰越明許費２１９,８８０千円を含む。

予算額に対
する収入額
の 割 合
　　　（％）

本 年 度 収 入 済 額

予 算 額科 目
累 計

１０月１日～
　３月３１日

４月１日～
　９月３０日

９０.７５１６,４９７２６２,９４３２５３,５５４５６９,５００町 税

８４.１１２１,５３３６５,１１９５６,４１４１４４,４８３地方譲与税

１０１.０３,０３１１,６８４１,３４７３,０００利子割交付金

１６７.５１,６５８１,０６８５９０９９０配当割交付金

２１２.４１,２１５１,２１０５５７２株式等譲渡所得割交付金

９７.９１０２,１５５４１,６００６０,５５５１０４,３００地方消費税交付金

１００.０２２,９０７１４,２９０８,６１７２２,９００自動車取得税交付金

１００.０１４,６０７０１４,６０７１４,６０７地方特例交付金

１０１.２２,７８５,１０７９３１,６７２１,８５３,４３５２,７５１,９１２地方交付税

１１２.３６７４２４３４３１６００交通安全対策特別交付金

９５.３３３,６１４１６,９４２１６,６７２３５,２５４分担金及び負担金

１００.４１３３,１１６５９,８３０７３,２８６１３２,５９５使用料及び手数料

５１.７２２３,５２２１８３,９７８３９,５４４４３１,９４２国庫支出金

８３.１２７３,３１０２３５,３４５３７,９６５３２８,８５０道 支 出 金

１０５.３４１,２９５２２,８３５１８,４６０３９,２２２財 産 収 入

９７.５３,７０８３,０１５６９３３,８０５寄 附 金

９２.０９,０１０９,０１００９,７９６繰 入 金

１００.０３,４０３０３,４０３３,４０３繰 越 金

８６.６１４０,２１１９８,６７８４１,５３３１６１,９１３諸 収 入

７.１３８,１００３６,６００１,５００５３３,３００町 債

８４.４４,４６８,６７３１,９８６,０６２２,４８２,６１１５,２９２,９４４収 入 合 計

������ （単位　千円）

予算額に対
する支出額
の 割 合
　　　（％）

本 年 度 支 出 済 額

予 算 額科 目
累 計

１０月１日～
　３月３１日

４月１日～
　９月３０日

９８.９６０,１９７３０,００９３０,１８８６０,８３６議 会 費

８６.６１９１,２４１１３６,２７５５４,９６６２２０,７６５総 務 費

９３.７７４８,３２７５９２,６５３１５５,６７４７９８,８８６民 生 費

９７.５４２０,７９３２１１,２０６２０９,５８７４３１,４８７衛 生 費

７２.４２５５１５４１０１３５２労 働 費

８９.０１１８,３１５７２,１６８４６,１４７１３２,９２０農林水産業費

９３.３７３,０５８１９,８００５３,２５８７８,３００商 工 費

７９.９３２０,３１８２４６,２１９７４,０９９４００,７０３土 木 費

９９.４３４０,８７７１３１,４９７２０９,３８０３４２,８６５消 防 費

９３.５４６９,３０８２９９,２３７１７０,０７１５０１,７２９教 育 費

９９.４１１６,６０５３７,２４３７９,３６２１１７,３５８災害復旧費

７５.３７５１,００１４９６,１２４２５４,８７７９９７,２９７公 債 費

９９.２１,１９８,８９２５９６,９４８６０１,９４４１,２０８,４４６職員給与費

０００１,０００予 備 費

９０.９４,８０９,１８７２,８６９,５３３１,９３９,６５４５,２９２,９４４支 出 合 計

������ （単位　千円）

����������������������������������������������������������������������										
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広報まつまえ 平成１９年６月号�

歳入歳出差引残額１,２４１千円は、全額翌年度へ繰り越しした。

決算総額に
対する決算
額 の 割 合

予算額に対
する決算額
の 割 合

決 算 額予 算 額科 目

２６.０％１００.５％３７５,２５５３７３,３１３国民健康保険税

４７.５％９３.７％６８６,０００７３１,８５３国庫支出金

６.３％１００.０％９１,４８５９１,５０８療養給付費交付金

０.８％９８.８％７４,９７５７５,８９０道 支 出 金

３.８％１００.０％５４,３１６５４,３１６共同事業交付金

０１財 産 収 入

０１寄 附 金

１１.１％９９.５％１５９,６１３１６０,４１４繰 入 金

００繰 越 金

０.１％１３０.８％１,５５８１,１９１諸 収 入

１００.０％９７.０％１,４４３,２０２１,４８８,４８７収 入 合 計

������ （単位　千円）

決算総額に
対する決算
額 の 割 合

予算額に対
する決算額
の 割 合

決 算 額予 算 額科 目

０.７％９７.１％１０,３４８１０,６５３総 務 費

６５.６％９５.５％９４５,３０１９８９,３３７保険給付費

２０.８％１００.０％２９９,６４５２９９,６４６老人保健拠出金

５.３％１００.０％７５,８９３７５,８９３介護納付金

３.０％１００.０％４３,４７９４３,４７９共同事業拠出金

０.２％９５.６％２,８４５２,９７６保健事業費

０１基金積立金

０.０％４３.０％２６０６０５公 債 費

０.３％８７.４％４,４９９５,１５０諸 支 出 金

０１,０５５予 備 費

４.１％１００.０％５９,６９１５９,６９２繰上充用金

１００.０％９６.９％１,４４１,９６１１,４８８,４８７支 出 合 計

������ （単位　千円）

��������������		

��
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��


被保険者１人当たり調定額１世帯当たり調定額調定額（現年分）

７７,３１０　円１５８,９９４　円３９３,５１３　千円

�������	
��
�
年 間 平 均 世 帯 数　２,４７５世帯
年間平均被保険者数　５,０９０ 人 

�������	


借入金総額　　２５０,０００千円 
利　　　率　　年０.６８０～０.８００％
借 入 期 間　　平成１８年２月２４日～平成１８年３月１５日
　　　　　　　平成１８年３月２９日～平成１８年５月３１日

金 額区 分

６８国民健康保険事業基金

�������	
 （単位　千円）

予算額に対
する収入額
の 割 合
　　　（％）

本 年 度 収 入 済 額

予 算 額科 目
累 計

１０月１日～
　３月３１日

４月１日～
　９月３０日

８５.５３１１,１２５１９６,３１４１１４,８１１３６４,０６０国民健康保険税

６８.６４２８,１４０２４４,７０５１８３,４３５６２４,５０７国庫支出金

７８.９９３,４１７４７,６０９４５,８０８１１８,３９１療養給付費交付金

３１.５３１,７５３３１,７５３０１００,７８１道 支 出 金

８７.５１０１,９０１１０１,９０１０１１６,４５９共同事業交付金

０００１財 産 収 入

０００１寄 附 金

９７.４１５６,４０３１５６,４０３０１６０,５６８繰 入 金

１００.０１,２４１０１,２４１１,２４１繰 越 金

９５.７４０３４０３０４２１諸 収 入

７５.６１,１２４,３８３７７９,０８８３４５,２９５１,４８６,４３０収 入 合 計

������ （単位　千円）

予算額に対
する支出額
の 割 合
　　　（％）

本 年 度 支 出 済 額

予 算 額科 目
累 計

１０月１日～
　３月３１日

４月１日～
　９月３０日

７５.１７,６１２５,６０６２,００６１０,１３２総 務 費

８８.０８６９,４３４４６０,７９４４０８,６４０９８８,００７保険給付費

９２.２２２２,５０６１１７,７０１１０４,８０５２４１,４５２老人保健拠出金

９１.７６９,０４７３７,６６２３１,３８５７５,３２５介護納付金

８７.９１１６,５４０１１６,５４００１３２,５１３共同事業拠出金

４３.２７３１３２８４０３１,６９３保健事業費

０００１基金積立金

９.９１５２１５２０１,５４２公 債 費

１.６５６９１５５４１４３４,５９１諸 支 出 金

０００１,１７４予 備 費

００００繰上充用金

８６.６１,２８６,５９１７３８,９３８５４７,６５３１,４８６,４３０支 出 合 計

������ （単位　千円）
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被保険者１人当たり額１ 世 帯当たり額予算額（現年分）

７０,０１５　円１４２,１００　円３５０,８４７　千円

�������	
��
�
年 間 平 均 世 帯 数　２,４６９世帯

平成１９年３月３１日現在　年間平均被保険者数　５,０１１ 人 

�������	


平成１９年３月３１日現在高　１８０,０００千円
利　　　　　　　　　率　年１.６２５％
借　　入　　期　　間　平成１９年３月２３日～平成１９年４月１０日



�広報まつまえ 平成１９年６月号

予算額に対
する収入額
の 割 合
　　　（％）

本 年 度 収 入 済 額

予 算 額科 目
累 計

１０月１日～
　３月３１日

４月１日～
　９月３０日

８８.１７７４,８９３４０４,０９１３７０,８０２８７９,９１２支払基金交付金

９３.４４９０,６５４２６６,３４５２２４,３０９５２５,２９９国庫支出金

９６.３１２６,４８１５７,３２５６９,１５６１３１,３２４道 支 出 金

１００.０１３１,３２７１３１,３２７０１３１,３２７繰 入 金

１００.０２１,０２２０２１,０２２２１,０２２繰 越 金

０００１０諸 収 入

９１.４１,５４４,３７７８５９,０８８６８５,２８９１,６８８,８９４収 入 合 計

������ （単位　千円）

予算額に対
する支出額
の 割 合
　　　（％）

本 年 度 支 出 済 額

予 算 額科 目
累 計

１０月１日～
　３月３１日

４月１日～
　９月３０日

８７.０１,４５１,５６２７４８,８３４７０２,７２８１,６６７,８６７医 療 諸 費

４６.８９,８４９８,０２４１,８２５２１,０２４諸 支 出 金

０００３予 備 費

００００繰上充用金

８６.５１,４６１,４１１７５６,８５８７０４,５５３１,６８８,８９４支 出 合 計

������ （単位　千円）

�������	


平成１９年３月３１日現在　借入現在高なし。
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予算額に対
する収入額
の 割 合
　　　（％）

本 年 度 収 入 済 額

予 算 額科 目
累 計

１０月１日～
　３月３１日

４月１日～
　９月３０日

１００.０８９,７９４４５,２０５４４,５８９８９,７８５保 険 料

１０８.０５４３４２０５０使用料及び手数料

１０９.６１８１,１５５９１,６６９８９,４８６１６５,３３５国庫支出金

９１.５１９０,４０３１０６,１１９８４,２８４２０７,９９６支払基金交付金

１０１.２１０３,２６１５１,６６８５１,５９３１０２,０１０道 支 出 金

９８.８８０８００８１財 産 収 入

９９.１１５２,７８１１５２,７８１０１５４,２４４繰 入 金

９９.８４７１０４７１４７２繰 越 金

１８０.０１１７８１３６６５諸 収 入

９９.７７１８,１１６４４７,６３７２７０,４７９７２０,０３８収 入 合 計

������ （単位　千円）

予算額に対
する支出額
の 割 合
　　　（％）

本 年 度 支 出 済 額

予 算 額科 目
累 計

１０月１日～
　３月３１日

４月１日～
　９月３０日

７８.９１２,４６２６,２６９６,１９３１５,７８５総 務 費

８９.３５８１,５８２３１９,３８２２６２,２００６５１,５６７保険給付費

１００.０６３５６３５０６３５財政安定化基金拠出金

８８.８１９,５７９１０,３４８９,２３１２２,０６０地域支援事業費

１００.０２５,６５８２５,６５８０２５,６５９基金積立金

９８.８８０８００８１諸 支 出 金

９６.３９６９９６９０１,００６公 債 費

０００３,２４５予 備 費

８９.０６４０,９６５３６３,３４１２７７,６２４７２０,０３８支 出 合 計

������ （単位　千円）

������
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�������	


平成１９年３月３１日現在　借入現在高なし。

被保険者１人当たり額予 算 額

２６,８３３　円８９,５９６　千円

�������	
��
平成１９年３月３１日現在　第１号被保険者数　３,３３９人

予算額に対
する収入額
の 割 合
　　　（％）

本 年 度 収 入 済 額

予 算 額科 目
累 計

１０月１日～
　３月３１日

４月１日～
　９月３０日

６０.５２,２０２１,６８９５１３３,６４１サービス収入

１００.０８,８７３８,８７３８,８７３繰 入 金

９６.２２５０２５２６繰 越 金

８８.５１１,１００１０,５６２５３８１２,５４０収 入 合 計

������ （単位　千円）

予算額に対
する支出額
の 割 合
　　　（％）

本 年 度 支 出 済 額

予 算 額科 目
累 計

１０月１日～
　３月３１日

４月１日～
　９月３０日

９８.８９,２７０４,６１２４,６５８９,３８３総 務 費

５３.７１,６９４１,６９４０３,１５７諸 支 出 金

８７.４１０,９６４６,３０６４,６５８１２,５４０支 出 合 計

������ （単位　千円）

�������	

広報まつまえ 平成１９年６月号�

��������������		

決算総額に
対する決算
額 の 割 合

予算額に対
する決算額
の 割 合

決 算 額予 算 額科 目

５５.３％９５.５％９４２,７５６９８６,８０２支払基金交付金

２９.６％９５.１％５０３,７０７５２９,３９６国庫支出金

７.６％９７.６％１３０,０６０１３３,２９９道 支 出 金

７.４％１００.０％１２５,７９２１２５,７９２繰 入 金

００繰 越 金

０.１％３２４.２％１,１５４３５６諸 収 入

１００.０％９５.９％１,７０３,４６９１,７７５,６４５収 入 合 計

������ （単位　千円）

決算総額に
対する決算
額 の 割 合

予算額に対
する決算額
の 割 合

決 算 額予 算 額科 目

９８.０％９４.６％１,６４８,６９３１,７４１,８８４医 療 諸 費

１.３％１００.０％２１,０７２２１,０７５諸 支 出 金

０３予 備 費

０.８％１００.０％１２,６８２１２,６８３繰上充用金

１００.０％９４.８％１,６８２,４４７１,７７５,６４５支 出 合 計

������ （単位　千円）

����������������������������������������������������������������������										
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歳入歳出差引残額２１,０２２千円は、全額翌年度へ繰り越しした。

�������	


借入実績なし。

��������������		

歳入歳出差引残額４７１千円は、全額翌年度へ繰り越しした。

決算総額に
対する決算
額 の 割 合

予算額に対
する決算額
の 割 合

決 算 額予 算 額科 目

１４.６％９９.３％９８,４６６９９,１７６保 険 料

０.０％１２０.０％６０５０使用料及び手数料

２４.２％９６.７％１６３,０７０１６８,７１３国庫支出金

２７.５％９４.４％１８５,１９６１９６,１６３支払基金交付金

１０.９％９５.８％７３,４４５７６,６２５道 支 出 金

０.０％１００.０％１１財 産 収 入

１９.７％９９.９％１３２,３７９１３２,４８８繰 入 金

３.０％１００.０％２０,２２７２０,２２７繰 越 金

０.０％２,２００.０％１３２６諸 収 入

１００.０％９７.０％６７２,９７６６９３,４４９収 入 合 計

������ （単位　千円）

決算総額に
対する決算
額 の 割 合

予算額に対
する決算額
の 割 合

決 算 額予 算 額科 目

３.２％９７.２％２１,６０７２２,２２２総 務 費

８８.６％９７.２％５９５,８５７６１３,０１０保険給付費

０.１％１００.０％６３７６３７財政安定化基金拠出金

６.７％１００.０％４４,９７０４４,９７１基金積立金

１.４％９９.５％９,４３３９,４７９諸 支 出 金

０.０％１.３％１７５公 債 費

０３,０５５予 備 費

１００.０％９７.０％６７２,５０５６９３,４４９支 出 合 計

������ （単位　千円）

������
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�������	


借入実績なし。

歳入歳出差引残額２５千円は、全額翌年度へ繰り越しした。

決算総額に
対する決算
額 の 割 合

予算額に対
する決算額
の 割 合

決 算 額予 算 額科 目

３.７％７１.６％３６５５１０サービス収入

９５.２％１０１.２％９,４１７９,３０８繰 入 金

１.１％１００.０％１０８１０８繰 越 金

１００.０％９９.６％９,８９０９,９２６収 入 合 計

������ （単位　千円）

決算総額に
対する決算
額 の 割 合

予算額に対
する決算額
の 割 合

決 算 額予 算 額科 目

９８.９％９９.４％９,７５７９,８１８総 務 費

１.１％１００.０％１０８１０８諸 支 出 金

１００.０％９９.４％９,８６５９,９２６支 出 合 計

������ （単位　千円）

�������	

被保険者１人当たり額決 算 額

２９,７３５　円９８,６３２　千円

�������	
��
平成１８年３月３１日現在　第１号被保険者数　３,３１７人



��広報まつまえ 平成１９年６月号

予算額に対
する収入及
び支出額の
割 合
　　　（％）

本年度収入及び支出済額

予 算 額科 目
累 計

１０月１日～
　３月３１日

４月１日～
　９月３０日

１０１.８２０２,７９０１０２,６７９１００,１１１１９９,２４６収益的収入

９７.１１７６,３０３１２１,９８６５４,３１７１８１,５７８収益的支出

－２６,４８７△ １９,３０７４５,７９４１７,６６８差 引 合 計

��������	
��
 （単位　千円）

予算額に対
する収入及
び支出額の
割 合
　　　（％）

本年度収入及び支出済額

予 算 額科 目
累 計

１０月１日～
　３月３１日

４月１日～
　９月３０日

１００.０２６,５７２２４,１２６２,４４６２６,５７２資本的収入

１００.０１１２,７２２５７,４０８５５,３１４１１２,７２３資本的支出

－△ ８６,１５０△ ３３,２８２△ ５２,８６８△ ８６,１５１差 引 合 計

�������	
��
� （単位　千円）

�������	


平成１９年３月３１日現在　借入現在高なし。
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��

差引現在高
（Ａ）＋（Ｂ）＋
（Ｃ）－（Ｄ）－
（Ｅ）　　　　

本 年 度
平成１７年度末
現 在 高

（Ａ）

償 還 額借 入 額

１０月１日～

３月３１日（Ｅ）

４月１日～

９月３０日（Ｄ）

１０月１日～

３月３１日（Ｃ）

４月１日～

９月３０日（Ｂ）

３４１,６１５１２,３０８１７,６６９１０,３０００３６１,２９２

�������	
� 平成１９年３月３１日現在（単位　千円）

平成１９年３月３１日現在高　５７０,０００千円
利　　　　　　　　　率　年０.１５～１.６２５％
借　　入　　期　　間　平成１９年３月３０日～平成１９年６月５日

予算額に対
する収入及
び支出額の
割 合
　　　（％）

本年度収入及び支出済額

予 算 額科 目
累 計

１０月１日～
　３月３１日

４月１日～
　９月３０日

９８.９１,１６８,６９０５８２,８８４５８５,８０６１,１８１,２９４収益的収入

９８.２１,３１２,３２２６９４,３５２６１７,９７０１,３３５,９８４収益的支出

－△１４３,６３２△１１１,４６８△ ３２,１６４△１５４,６９０差 引 合 計

－１,６１８,２７５－－－当年度未処理欠損金

��������	
��
 （単位　千円）

予算額に対
する収入及
び支出額の
割 合
　　　（％）

本年度収入及び支出済額

予 算 額科 目
累 計

１０月１日～
　３月３１日

４月１日～
　９月３０日

１００.０２２,２８３１２,２８３１０,０００２２,２８３資本的収入

１００.０２２,２８３１６,４２１５,８６２２２,２８３資本的支出

－０△ ４,１３８４,１３８０差 引 合 計

�������	
��
� （単位　千円）

差引現在高
（Ａ）＋（Ｂ）＋
（Ｃ）－（Ｄ）－
（Ｅ）　　　　

本 年 度
平成１７年度末
現 在 高

（Ａ）

償 還 額借 入 額

１０月１日～

３月３１日（Ｅ）

４月１日～

９月３０日（Ｄ）

１０月１日～

３月３１日（Ｃ）

４月１日～

９月３０日（Ｂ）

２０８,４２２８,０６２７,９９４００２２４,４７８

�������	
� 平成１９年３月３１日現在（単位　千円）

�������	
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広報まつまえ 平成１９年６月号��

収入不足額８９,４４２千円は、減債積立金１０,０００千円、過年度分損益勘定留保資金
７７,０４７千円、当年度分消費税地方消費税資本的収支調整額２,３９５千円で補てんした。

予算額に対
する決算額
の 割 合

決 算 額予 算 額科 目

１０１.４％２０６,９７６２０４,１４１収益的収入

９７.７％１８０,６４２１８４,９１３収益的支出

－２６,３３４１９,２２８差 引 合 計

��������	
��
 （単位　千円）

予算額に対
する決算額
の 割 合

決 算 額予 算 額科 目

１００.０％２９,０８４２９,０８３資本的収入

１００.０％１１８,５２６１１８,５２６資本的支出

－△ ８９,４４２△ ８９,４４３差 引 合 計

�������	
��
� （単位　千円）

������������

�������	


借入実績なし。
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差 引 現 在 高
 （Ａ）＋（Ｂ）－（Ｃ）

本 年 度平成１６年度末残高
（Ａ） 償還額（Ｃ）借入額（Ｂ）

３６１,２９２３２,７００１６,８００３７７,１９２

�������	
��
� （単位　千円）

予算額に対
する決算額
の 割 合

決 算 額予 算 額科 目

１０２.１％１,１２９,８７６１,１０７,１４４収益的収入

９７.９％１,２４６,６１７１,２７３,２７９収益的支出

－△ １１６,７４１△ １６６,１３５差 引 合 計

－１,４７４,６４３－当年度未処理欠損金

��������	
��
 （単位　千円）

予算額に対
する決算額
の 割 合

決 算 額予 算 額科 目

１００.０％２０,２２７２０,２２７資本的収入

１００.０％２０,２２７２０,２２７資本的支出

－００差 引 合 計

�������	
��
� （単位　千円）
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借入金総額　　５５０,０００千円 
利　　　率　　年０.６～０.８％
借 入 期 間　　平成１７年３月３１日～平成１７年５月３１日
　　　　　　　平成１７年５月３１日～平成１７年１１月３０日
　　　　　　　平成１７年１１月３０日～平成１８年３月３１日
　　　　　　　平成１８年３月３１日～平成１８年５月３１日

差 引 現 在 高
 （Ａ）＋（Ｂ）－（Ｃ）

本 年 度平成１６年度末残高
（Ａ） 償還額（Ｃ）借入額（Ｂ）

２２４,４７８１５,７８５０２４０,２６３

�������	
��
� （単位　千円）



��広報まつまえ 平成１９年６月号



広報まつまえ 平成１９年６月号��
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　国民健康保険では、被保険者が出産したとき出産育児一時金が支払われますが、今までは、出産後
に一旦被保険者が医療機関等に出産費用を支払った後、出産育児一時金が支給されていました。その
ため、一時的に被保険者が多額のお金を用意する必要がありました。

　受取代理制度とは、出産する前（出産予定日の１ヶ月前以内）に、役場または最寄りの支所へ事前
に申請することにより、３５万円を上限として、国民健康保険から被保険者の委任を受けた医療機関等
に出産育児一時金を支払う制度で、出産後に医療機関等の窓口での、出産費用を支払う負担が軽減さ
れます。

　被保険者は、窓口で３５万円を超える場合のみ、その差額を支払えばよいことになります。（出産費
用が３５万円に満たない場合は、出産費用と３５万円との差額を世帯主に支給します。）
　なお、従来どおり医療機関等で出産費用をお支払した後に、出産育児一時金の支給申請をする方法
も継続して実施しますので、出産前に出産育児一時金の受取方法をご検討願います。

�������	
��
���

　・松前町の国民健康保険の被保険者であること
　・出産予定日まで１ヶ月以内であること
　・国民健康保険税を特別な事情もなく滞納していないこと

������

「国民健康保険出産育児一時金受取代理承認申請書」に必要事項を記入し、出産予定の医療機関等で
受取代理の同意欄を記入してもらい、役場または最寄りの支所へ申請してください。

�������	
�

　・保険証
　・印鑑
　・出産予定日を証明するもの（母子健康手帳など）
　・世帯主名義の預金通帳（郵便局を除く）

���������	
��
�������������������

������������



��広報まつまえ 平成１９年６月号
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　このたび、函館市在住、

北海道教育大学函館校元

教授で書家の永田青雲

（本名：永田敏雄）さん

から書作品（額装５点、

軸装１１点）が松前町に寄

贈されました。

　この書作品は、松前藩

の家老を務めた蠣崎波響

の自筆資料（漢詩）の中

から「松前を去り　梁川

に赴かんとして　諸士に

留別す」（右写真）など１５

点、長尾秋水作「松前城

下作」１点の漢詩を永田

さんが揮毫したものです。

「文化の香り漂う書のま

ちづくり」を推進してい

る町として、寄贈を受けた書作品は様々な機会

を通じて町民の皆さまに公開するなど有効に

活用したいと考えております。

�
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�
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町
の
政
策
案
や
計
画
案
の
公
表
に
よ
る
「
公
正
の
確
保
と
透
明

性
の
向
上
に
よ
る
わ
か
り
や
す
い
町
政
の
実
現
」
と
住
民
意
見
の

募
集
に
よ
る
「
住
民
参
加
の
推
進
」
を
目
的
と
す
る
。

�
���
�
�
�
�
	


�
�


�
�


�
�
�
�
�

　
　

住
民
の
多
く
の
方
は
、
行
政
に
意
見
を
い
う
機
会
や
行
政
参
加

が
少
な
い
と
と
ら
え
て
い
る
の
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。
町
は
、
よ

り
住
民
と
の
合
意
形
成
を
得
る
た
め
政
策
協
働
の
理
念
を
踏
ま
え
、

住
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
重
要
な
政
策
の
立
案
、
選
択
、

実
施
に
は
多
く
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
聞
き
住
民
と
行
政
が
互
い
に
、

そ
の
目
的
や
手
法
に
つ
い
て
共
通
す
る
認
識
を
持
つ
こ
と
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
情
報
の
公
表
、
住
民
が
意
見
を
い

う
機
会
の
確
保
、
町
政
へ
の
反
映
を
含
め
た
、
政
策
へ
の
住
民
参

加
を
促
進
す
る
た
め
こ
の
手
続
き
を
制
定
し
ま
す
。

�
���
�
�
�
�
	


�
�


�

　
　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
要
綱
を
策
定
し
、
対
象
と
な
る

政
策
や
計
画
、
公
表
の
時
期
や
方
法
、
意
見
の
提
出
方
法
や
期
間
、

意
思
決
定
時
の
意
見
の
考
慮
と
そ
の
公
表
な
ど
を
規
定
し
、
平
成

　

年
５
月
１
日
よ
り
施
行
し
ま
す
。

１９

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

広
く
町
民
か
ら
意
見
を
求
め
、
こ
れ
を
考
慮
し
て
政
策
や
計

画
に
反
映
し
て
い
く
制
度
で
す
。

今
年
は
、
町
の
総
合
計
画
の
策
定
年
度
で
あ
り
、
８
月
号
の

広
報
紙
に
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
掲
載
し
、
広
く
町
民
の
意
見

を
求
め
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
松
前
藩
家
臣
の
子
孫
で
札
幌
市
在
住
の
南
條 
暉
將 
さ
ん
が

あ
き
ま
さ

参
勤
交
代
の
様
子
を
つ
づ
っ
た
道
中
日
記
な
ど
南
條
家
文
書
３
冊
を
松
前

町
に
寄
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
３
冊
の
日
記
は
、
天
保
３
（
１
８
３
２
）
年
の
松
前
藩
第　

代
藩

１０

主 
章
廣 
公
が
参
勤
交
代
の
と
き
、 
御
供
頭 
を
勤
め
た
南
條
家
の
祖
先
で
あ

あ
き
ひ
ろ 

お
と
も
が
し
ら

る
長
六
郎
氏
が
記
し
た
日
記
、
文
久
２
（
１
８
６
２
）
年
、
元
治
元
（
１

８
６
４
）
年
の
第　

代
藩
主 
崇
廣 
の
参
勤
交
代
及
び
上
洛
時
に
お
仕
え
し

た
か
ひ
ろ

１３

た
南
條
信
敏
氏
が
記
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
寄
託
を
受
け
た
日
記
等
に
つ
い
て
は
５
年
間
で
そ
の
都
度
更

新
す
る
予
定
で
す
。

　

町
で
は
、
現
在
こ
の
貴
重
な
歴
史
資
料
を
松
前
城
資
料
館
に
展
示
し
て

お
り
ま
す
。
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さ
く
ら
ま
つ
り
期
間
中
、
川
内

谷
直
志
さ
ん
（
字
博
多
）
が
足
の

不
自
由
な
人
な
ど
を
対
象
に
松
前

公
園
へ
の
送
迎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

行
い
ま
し
た
。

　

川
内
谷
さ
ん
は
、
少
し
で
も
松

前
に
役
に
立
ち
、
観
光
客
に
松
前

の
い
い
と
こ
ろ
を
見
て
ほ
し
い
と
、

昨
年
か
ら
自
家
用
車
を
使
用
し
て

町
内
を
巡
回
し
た
り
、
町
や
観
光

協
会
の
要
請
を
受
け
て
足
の
不
自

由
な
方
な
ど
を
松
前
公
園
ま
で
送

迎
し
て
い
ま
し
た
。

　

川
内
谷
さ
ん
は
、「
あ
り
が
と
う

と
言
わ
れ
る
の
が
な
に
よ
り
う
れ

し
い
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
続
け

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
一
緒
に
や

っ
て
く
れ
る
方
も
い
た
ら
う
れ
し

い
。」と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

������������������������������������������
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�
�
�
�

　

５
月　

日
、
温
泉
休
養
セ
ン

１４

タ
ー
横
の
広
場
で
、
松
前
町
民
植

樹
の
集
い
が
町
と
渡
島
西
部
森
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
（
所
長　

成
田
政

勝
）
の
共
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
今
年
苫
小
牧
市
で
行

わ
れ
る
第　

回
全
国
植
樹
祭
を
記

５８

念
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
当
日

は
、
松
前
小
学
校
の
全
校
児
童
や

松
前
町
森
林
組
合
員
等
が
参
加
し
、

森
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
職
員
か
ら

苗
木
の
植
え
方
の
指
導
を
受
け
、

ナ
ナ
カ
マ
ド
や
チ
シ
マ
ザ
ク
ラ
な

ど　

本
を
一
生
懸
命
植
樹
し
て
い

５０
ま
し
た
。

��
��
��
��
��
��
��
		



��
��
��



��

　

５
月
８
日
、字
静
浦
の
喫
茶「
果

林
」
で
桂
三
若
さ
ん
に
よ
る
落
語

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

桂
三
若
さ
ん
は
、
バ
イ
ク
で
全

国
を
巡
り
な
が
ら
落
語
会
を
開
催

し
て
い
く
全
国
落
語
武
者
修
行
ツ

ア
ー
の
最
中
で
、
前
日
に
昼
食
を

食
べ
よ
う
と
喫
茶
「
果
林
」
に
立

ち
寄
っ
た
際
、
要
請
さ
れ
て
行
っ

た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
急
き
ょ
決
定
し
た
落

語
会
に
も
か
か
わ
ら
ず　

名
が
訪

２１

れ
、
会
場
は
笑
い
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。

��
��
��
��
��
��
��
		



��
��




　

５
月　

日
、
松
前
、
上
ノ
国
、

１３

江
差
町
の
３
町
で
構
成
す
る
「
歴

史
を
生
か
し
た
町
づ
く
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
推
進
協
議
会
」
が
町
民
交

流
事
業
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
雨
天
に
も
か
か
わ
ら

ず
３
町
か
ら　

名
が
参
加
し
、
松

１０２

前
公
園
の
史
跡
や
城
下
通
り
の
説

明
を
聞
い
た
り
、
沖
口
広
場
で
開

催
中
の
城
下
市
を
見
学
す
る
な
ど
、

松
前
の
歴
史
に
触
れ
合
い
、
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
協
議
会

事
業
で
作
成
さ
れ
た
歴
史
紙
芝
居

『
折
居
ば
あ
さ
ん
と
に
し
ん
漁

（
江
差
）』
と
『
松
前
桜
物
語
・
血

脈
桜
』
が
上
演
さ
れ
、
参
加
者
は

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

��
��
����
����
����
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��
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��

　

こ
の
た
び
、
館
浜
小
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
で
小
学
校
と
館
浜
郵
便
局
に
牛

乳
パ
ッ
ク
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置

し
ま
し
た
。

　

館
浜
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
平

成　

年
よ
り
地
域
の
方
々
と
と
も

１３
に
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
し
て
い
こ

う
と
館
浜
町
内
で
の
牛
乳
パ
ッ
ク

の
回
収
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
決
ま
っ
た
日
に
ち
で
の
回
収

し
か
で
き
な
い
た
め
、
年
々
、
回

収
率
が
低
下
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
い
つ
で
も
町
内
の
方
か

ら
回
収
で
き
る
よ
う
に
、
全
国
牛

乳
容
器
環
境
協
議
会
が
無
料
で
提

供
し
て
い
る
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
学

校
と
郵
便
局
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

設
置
さ
れ
た
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に

は
、
早
く
も
牛
乳
パ
ッ
ク
が
投
函

さ
れ
て
お
り
、
集
め
ら
れ
た
牛
乳

パ
ッ
ク
は
給
食
セ
ン
タ
ー
を
通
じ

て
回
収
業
者
に
手
渡
さ
れ
、
各
小

学
校
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
に

な
っ
て
還
元
さ
れ
ま
す
。

　

５
月
３
日
、
松
前
公
園
内
で
春

の
地
域
安
全
運
動
・
交
通
安
全
運

動
・
人
権
擁
護
活
動
合
同
街
頭
啓

発
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
松
前
地
区
防
犯
協
会

松
前
支
部
（
支
部
長　

泊
義
光
）

が
春
の
地
域
安
全
運
動
の
一
環
と

し
て
、
防
犯
意
識
を
高
め
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ま
た
、

人
権
擁
護
委
員
は
人
権
相
談
の
活

用
促
進
と
人
権
問
題
の
啓
発
を
図

る
た
め
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

松
前
地
区
防
犯
協
会
松
前
支
部

会
員
と
松
前
警
察
署
署
員
、
人
権

擁
護
委
員
あ
わ
せ
て
約　

名
が
武

３０

者
姿
に
扮
し
た
署
員
と
と
も
に
花

見
に
訪
れ
た
観
光
客
に
チ
ラ
シ
や

啓
発
用
品
を
配
布
し
、
防
犯
や
交

通
安
全
な
ど
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
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��
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４
月　

日
、
町
民
総
合
セ
ン
タ

２４

ー
内
に
「
松
前
町
障
害
者
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
開
設
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
内
に
い
る
障
が
い

の
あ
る
方
が
気
軽
に
集
ま
り
、
創

作
活
動
や
軽
作
業
な
ど
を
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
設
置
し
た
も
の

で
、
町
で
は
、
多
く
の
障
が
い
者

が
家
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
な
く
積

極
的
に
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
、
お

互
い
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
活

用
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
お
り
ま

す
。

　

当
日
は
、
３
名
の
方
が
参
加
し

ま
し
た
。

��
��
��
��
��
��
��
		



��

��
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��
��
��
��
		

　

４
月　

日
、
大
磯
町
内
会
会
員

２１

　

名
で
構
成
さ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

１８ア
団
体
「
大
磯
春
花
の
会
」
が
字

建
石
の
国
道
沿
い
に
花
を
植
え
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ

ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
協
定
を
結

ん
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
函
館
開

発
建
設
部
松
前
防
災
セ
ン
タ
ー
前

の
歩
道
に
約
千
五
百
株
の
ビ
オ
ラ

を
約
三
時
間
か
け
て
全
員
で
手
分

け
を
し
て
植
え
ま
し
た
。

　

丹
誠
込
め
て
植
え
ら
れ
た
き
れ

い
な
花
は
、
道
行
く
人
々
や
車
で

通
る
人
々
の
目
を
い
や
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。

��
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��
��
��
��
��
��
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�
�

　

夏
の
ひ
と
と
き
だ
け
、
留
学
生
（
現
在
、

日
本
で
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
留
学
生
で
、

中
国
や
韓
国
な
ど
ア
ジ
ア
圏
出
身
の
方
が
大

部
分
を
占
め
て
い
ま
す
。）の
家
族
に
な
っ
て

み
ま
せ
ん
か
、
ふ
つ
う
の
毎
日
が
宝
物
の
よ

う
な
時
間
に
な
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

○
国
際
交
流
夏
の
つ
ど
い
〔　

泊　

日
〕

１１

１２

　
　

８
月　

日
（
火
）
〜
９
月
１
日
（
土
）

２１

　

○
フ
ァ
ー
ム
体
験
〔
３
泊
４
日
〕

　
　

８
月　

日
（
木
）
〜　

日
（
日
）

２３

２６

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



　

松
前
国
際
交
流
友
の
会　

　
　
　

松
橋
也
司
子
（�
　

－

５
０
７
９
）

４２

※
６
月　

日
（
金
）
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ

１５

さ
い
。

 

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

松
前
地
区
文
化

団
体
協
議
会
主
催

の
手
作
り
の
美
術

展
で
す
。

　

丹
精
こ
め
て
作

り
上
げ
た
盆
栽
や

俳
句
・
押
し
花
・

書
道
・
絵
画
な
ど

が
出
展
さ
れ
る
予

定
で
す
。

�
��
�

　

６
月　

日
（
土
）

３０

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

７
月
１
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

�
�
�
�

　

町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
（
産
業
実
習
室
）

◇
出
展
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
６
月

　

日
（
金
）
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

１５
�
�
�
�
�
�
�

　

松
前
地
区
文
化
団
体
協
議
会

　
　
　

藤
巻
し
げ
子
（�
　

－

３
７
０
６
） 

４２

�
��������	

��
�
�
�
�
�
	�


�

��

　　

公
民
館
で
は
毎
年
、
成
人
式
を
迎
え
る
皆

様
を
対
象
に
「　

才
の
つ
ど
い
」
を
結
成
し
、

２０

各
種
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

第
１
回
企
画
会
議
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
の
で
、
ご
友
人
を
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、

参
加
く
だ
さ
い
。

�
��
�

　

６
月　

日
（
金
）　

午
後
７
時
〜

２９

�
�
�
�

　

町
民
総
合
セ
ン
タ
ー　

１
階
和
室

�
�
�
�

　

昭
和　

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和　

年
４
月

６２

６３

１
日
ま
で
に
生
れ
た
方
で
、
町
内
に
在
住
す

る
方
及
び
松
前
町
出
身
の
方

※
成
人
式
の
予
定　

８
月　

日
（
日
）

１３

�
�
�
�
�
�
�

　

教
育
委
員
会
・
文
化
教
育
グ
ル
ー
プ

（�
　

－

３
０
６
０
） 

４２

�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

町
内
の
小
学
校
児
童
（
約　

名
）
が
一
同

４４０

に
会
し
、
各
種
競
技
に
挑
戦
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
��
�

　

７
月
３
日
（
火
）・
午
前
９
時
〜

�
�
�
�

　

松
城
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

�
�
�
�
�

〔
１
・
２
年
生
〕　

ｍ
５０

〔
３
年
生
〕　

ｍ
・　

ｍ
Ｒ

１００

４００

〔
４
年
生
〕　

ｍ
・
走
幅
跳
・　

ｍ
Ｒ

１００

４００

〔
５
年
生
〕　

ｍ
・　

ｍ
・
走
幅
跳
・
走
高

１００

８００

跳
・
ボ
ー
ル
投
・　

ｍ
Ｒ

４００

〔
６
年
生
〕　

ｍ
・　

ｍ
・
走
幅
跳
・
走
高

１００

８００

跳
・
ボ
ー
ル
投
・　

ｍ
Ｒ

４００

〔
異
学
年
〕　

ｍ
Ｒ

４００
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文
化
教
育
グ
ル
ー
プ　
�
　

－

３
０
６
０

４２
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　協働とは、・・・　住民と行政が相互に自立した立場で、協力して目標達成のため力
を尽くすことです。
　今、地方自治体を取り巻く環境は、地方の自立、地方分権の中にあってまちづくりに
住民参加が強く求められております。
　自らのまち（地域）は、みんなで協働して知恵や力を出し合いながら、住みよい町に
創り育てていくことが大切です。
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����

　松前さくら漁業協同組
合組合長　佐藤　正美
����

　松前町水産加工振興協
議会会長　五十嵐幸一

　松前建築業協会会長
　　　　　　堀川鉄之助

����

　松前町民生委員協議会
会長　　　長瀬　弘雄
����

　東朝日町内会会長　　
　　　　　寺嶋　貢也

　唐津町内会婦人部部長
　　　　　　藤巻しげ子

����

　豊福町内会会長
　　　　　　北川　聖治
����

　札前町内会会長
　　　　　　寺田　嘉弘
　大沢婦人会会長
　　　　　　川村　規子

����

　清部町内会会長
　　　　　　川原　昌徳
����

　松前地区文化団体協議
会会長　　佐橋　實孝
　館浜婦人会会長
　　　　　　高橋　春代
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��広報まつまえ 平成１９年６月号

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）」・
・
・
最

近
で
は
こ
の
言
葉
を
見
た
り
聞
い

た
り
し
な
い
日
は
な
い
の
で
は
？

と
思
わ
れ
る
く
ら
い
、
私
た
ち
の

生
活
に
浸
透
し
て
き
て
い
る
よ
う

で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
ど
の
よ
う
な
状

態
か
、
も
う
一
度
確
認
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

と
は
、
内
臓
肥
満
に
加
え
、
高
血

糖
・
高
血
圧
・
脂
質
異
常
（
高
脂

血
）
と
う
い
う
生
活
習
慣
病
の
危

険
因
子
を
２
つ
以
上
持
っ
て
い
る

状
態
を
い
い
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

は
海
に
浮
か
ぶ
氷
山
に
例
え
ら
れ

ま
す
。
高
血
糖
・
高
血
圧
・
脂
質

異
常
な
ど
の
目
に
見
え
る
部
分
は

軽
度
だ
っ
た
り
、
薬
で
小
さ
く
で

き
て
も
、
水
面
下
に
隠
れ
た
氷
山

を
小
さ
く
し
な
け
れ
ば
根
本
的
な

解
決
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
解
消
は
、
根
底
に
あ
る
内
臓
肥

満
へ
の
対
策
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
危
険
因
子
の
ひ
と
つ
ひ

と
つ
の
検
査
値
は
健
康
診
断
で

「
異
常
」
と
さ
れ
る
レ
ベ
ル
で
は

な
く
て
も
、「
や
や
高
め
」
が
重
な

る
こ
と
で
動
脈
硬
化
が
進
み
、
放

っ
て
お
く
と
心
臓
病
や
脳
卒
中
、

糖
尿
病
合
併
症
な
ど
、
命
に
関
わ

る
重
篤
な
病
気
に
つ
な
が
る
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。 
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�
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薬
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
最

終
段
階
と
し
て
、
ま
ず
運
動
と
食

生
活
の
改
善
で
根
本
原
因
で
あ
る

内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
こ
と
が
大
切

で
す
。
ま
た
、
禁
煙
は
動
脈
硬
化
、

循
環
器
病
の
予
防
な
ど
に
つ
な
が

り
ま
す
。
そ
し
て
毎
年
の
健
診
を

必
ず
受
け
、
異
常
の
「
芽
」
を
摘

み
ま
し
ょ
う
。 
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★
チ
ャ
レ
ン
ジ
健
康
は
、
都
合
に

よ
り
、
来
月
号
か
ら
お
休
み
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
長
い
間

ご
愛
読
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
保
健
師
）
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広報まつまえ 平成１９年６月号��

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！　

い
い
季
節
に
な
っ
て
き

ま
し
た
ね
。
私
の
畑
も
好
調
で
す
！　

今
年
は
「
黒

モ
チ
キ
ミ
」
と
い
う
古
い
種
類
の
ト
ウ
キ
ビ
に
も
挑

戦
し
て
い
ま
す
。
お
い
し
い
枝
豆
も
た
く
さ
ん
ま
き

ま
し
た
。

　

さ
て
、
皆
さ
ん
胃
の
方
は
大
丈
夫
で
す
か
？　

胸

焼
け
や
胃
の
痛
み
で
ご
心
配
の
方
、
あ
る
い
は
お
身

内
に
胃
ガ
ン
が
あ
っ
た
か
ら
自
分
の
胃
も
心
配
だ
と

い
う
方
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？　

私
は
病
院

の
経
営
が
心
配
で
胃
に
穴
が
空
き
そ
う
・
・
・
と
い

う
の
は
冗
談
で
す
が
、
自
分
の
胃
も
そ
ろ
そ
ろ
検
査

し
な
き
ゃ
だ
め
か
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

町
立
病
院
で
は
ご
要
望
の
強
か
っ
た
細
い
胃
カ
メ

ラ
を
２
台
購
入
し
ま
し
た
！　

直
径
は
な
ん
と　

ミ
５.５

リ
で
、
こ
れ
は
鉛
筆
よ
り
細
い
ん
で
す
よ
！
（
鉛
筆

を
測
っ
た
ら
７
ミ
リ
あ
り
ま
し
た
）　

鼻
か
ら
入
れ

る
こ
と
も
で
き
ま
す
し
口
か
ら
入
れ
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
私
の
よ
う
に
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
が
あ
る
人

は
、
鼻
の
中
が
狭
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
か
ら
口
の
ほ

う
が
楽
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ネ
！　

い
ず
れ
に
せ
よ
、

と
て
も
細
い
で
す
か
ら
以
前
の
カ
メ
ラ
よ
り
非
常
に

楽
で
す
。
今
ま
で
胃
カ
メ
ラ
は
い
や
だ
な
ぁ
と
た
め

ら
っ
て
い
た
方
、
こ
の
機
会
に
是
非
ど
う
で
し
ょ

う
？　

黒
く
て
ま
ず
い
、
で
す
っ
て
？　

確
か
に
あ

ま
り
お
い
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
ぇ
。
う
ー
ん
、
そ

こ
の
と
こ
ろ
は
技
術
で
カ
バ
ー
し
ま
す
！　

ご
希
望

の
方
や
胸
焼
け
、
胃
の
痛
み
で
お
困
り
の
方
は
内
科

外
来
に
お
か
か
り
く
だ
さ
い
。
い
ら
し
た
当
日
に
検

査
と
い
う
の
は
緊
急
の
場
合
を
除
き
無
理
な
こ
と
も

多
い
も
の
で
す
か
ら
、
そ
の
日
は
胃
カ
メ
ラ
の
予
約

を
し
て
お
帰
り
に
な
り
、
後
日
カ
メ
ラ
を
受
け
て
い

た
だ
く
の
が
い
い
と
思
い
ま
す
ヨ
！　

　

私
も
健
康
な
胃
袋
で
お
い
し
い
黒
モ
チ
キ
ミ
を
食

べ
た
い
も
の
で
す
。
で
は
ま
た
！

　

松
前
町
立
松
前
病
院　

院
長　

木　

村　

眞　

司

�
�
�
�
�
�
�
	
�

���������������������������������������

８日（金）午前・午後
２２日（金）午後
２３日（土）午前

６日（水）午前・午後
１３日（水）午前・午後
２０日（水）午前・午後
２７日（水）午前・午後

４日（月）午後
１８日（月）午後
☆函館中央病院医師に
よる診療です。

２３日（土）午前

☆市立函館病院・松村
医師による診療です。

�������	 �������	
��
�������������������� 
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�
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�
�
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日
本
に
働
き
場
所
を
求
め
て
来

日
し
た
外
国
人
の
相
当
数
が
不
法

に
滞
在
を
続
け
て
お
り
、　

数
万

２０

人
の
外
国
人
不
法
滞
在
者
が
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
比
例
し
て
、
不
法
滞
在

者
に
よ
る
殺
人
、
強
盗
、
密
輸
な

ど
の
凶
悪
な
犯
罪
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
外
国
人
労
働
者
に
よ
る

不
法
就
労
事
犯
は
、
違
法
な
派
遣

事
業
等
を
行
っ
て
い
る
ブ
ロ
ー

カ
ー
等
に
よ
り
組
織
的
に
敢
行
さ

れ
、
そ
の
手
口
は
悪
質
・
巧
妙
化

し
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
や
正
規
な
手
続

き
で
日
本
に
来
て
い
る
外
国
人
が
、

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
、
不
法
滞
在
者
に
よ
る

犯
罪
の
防
止
に
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�
�
�
�

松
前
警
察
署（�
　

－

３
１
１
０
）

４２
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��広報まつまえ 平成１９年６月号

�������	
��
����������

�������	
��

　障がいのある方及びその家族を対象として障がい全般
についての相談窓口を開設します。
　日程は次のとおりですので、身体障がい・知的障がい・
精神障がい種別にかかわらず、お気軽にご相談下さい。

※なお、同様の相談を８月３日（金）と１１月１６日（金）
にも予定しております。

�������	
�

　役場保健福祉課福祉グループ　�４２－２２７５

�������	
��
����������

�������	
��
��������������

�������	
��
���
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�������	
��
����������	���

�������	
�

����　７月１日（日曜日）午前７時３０分（役場前集合）
����　申し込み先着５０名（登山口まで各自自家用車に

て参加できる方）
� � �　傷害保険料　２００円（当日徴収します）
�����役場前出発（８：００）～大千軒岳山頂着（１１：００）～

昼食（休憩）～大千軒岳頂上（１３：２０）～登山口発
（１５：００）～役場前着・解散（１６：００）

����　雨具（防寒）、昼食、水、行動食（予備食）は個
人装備で必ず用意すること。

�������	
��
��

　　　　　６月２２日（金）まで
　　　　　役場産業振興課商工観光グループ（�４２－２２７５）
�����　松前高校同窓会・渡島西部森づくりセンター・
　　　　　　松前町教育委員会・松前観光協会・松前町

�
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����������������������
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�������	���������
�������	
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������������

����
　保険料を納めた期間と免除（猶予）期間を合わせて
２５年以上ある方が、原則として６５歳になったとき支給
されます。
　繰り上げ請求して６５歳になる前に年金を受取ること
も出来ますが、年金額の減額（生涯同じ率の減額）、障
害年金の請求権がなくなる等の制約があります。請求
の際は、内容を確認し注意しましょう。

�����������������������������������������������������������

�������	
��
���
　国民年金と厚生年金の全ての加入者に対し、毎年誕生
月に国民年金の保険料納付済月数と厚生年金の加入月数、
これまでの加入実績に応じた年金見込額、������
��������	
��
�������������

が段階的に始まりました。

�������	
��

　３５歳の方に通知
��������	
��

　４５歳の方と５５歳以上の方に通知
�������	
��

　２０歳以上６０歳未満の加入者全員に通知

※通知はそれぞれ誕生月に届きます。
　自分の年金を確認し、将来『年金を受けられない！』
ということがない様にしましょう。

�������	
��
����������������
��������	
��
���

����
����������	
��������	
�
　老齢基礎年金の繰り上げ支給を受けている方が６５歳に
なったとき、過去に厚生（船員）年金期間が１年以上あ
る場合は年金額が自動改定されますが、１年未満の方は
請求手続きが必要です。

�������	����������
��������	


　一家の働き手が家族を残して亡くなった場合に家族
に支給されます。

�������	
�	���������
����������������������
　事故や病気などで一定の障がいが残った状態になっ
たとき支給されます。

��������	
�
�

　松前町担当の「国民年金推進員」が４月から変わりま
した。
　新しい推進員は、

������さん（字清部）です。

　直接ご自宅に訪問し、制度の説明や年金保険料の納付
の相談を行っています。
　推進員は非常勤の国家公務員で、身分証明書を携帯し
ています。

�������	
��
��

��������������

パートナーシップランド「いさりび」
１０：３０～１２：００

６月８日
（金）

小島地区基幹集落センター

ふれあい交流センター
１３：３０～１５：００

荒谷寿の家



広報まつまえ 平成１９年６月号��

　
「
町
」
と
「
渡
島
保
健
福
祉
事
務

所
児
童
相
談
部
（
函
館
児
童
相
談

所
）」に
よ
る
巡
回
児
童
相
談
を
次

の
日
程
で
行
い
ま
す
。

　

こ
と
ば
が
伸
び
な
い
、
友
達
と

う
ま
く
遊
べ
な
い
な
ど
、
お
子
さ

ん
の
発
達
に
心
配
が
あ
り
相
談
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
６
月　

日
１１

（
月
）
ま
で
に
、
役
場
保
健
福
祉

課
育
児
支
援
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
保

健
師
（�
　

－

２
２
７
５
）
ま
で

４２

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
��
�

　

６
月　

日
（
火
）
午
前　

時
〜

１９

１０

　
　

※
時
間
は
予
約
制
で
す
。

�
��
�

　
　

町
民
総
合
セ
ン
タ
ー

　

町
で
は
、
６
月
に
み
な
さ
ん
の

お
宅
に
平
成　

年
度
集
合
主
税

１９

（
町
・
道
民
税
、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
、国
民
健
康
保
険
税
）

の
納
付
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

　

納
期
は
、
６
月
か
ら
３
月
ま
で

の　

期
で
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お

１０
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

納
入
は
、
定
め
ら
れ
た
期
日
ま

で
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

�
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��
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�
	

　

第
１
期　
　

６
月　

日
３０

　

第
２
期　
　

７
月　

日
３１

　

第
３
期　
　

８
月　

日
３１

　

第
４
期　
　

９
月　

日
３０

　

第
５
期　
　
　

月　

日

１０

３１

　

第
６
期　
　
　

月　

日

１１

３０

　

第
７
期　
　
　

月　

日

１２

３１

　

第
８
期　
　

１
月　

日
３１

　

第
９
期　
　

２
月　

日
２９

　

第　

期　
　

３
月　

日

１０

３１
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町
で
は
、
集
合
主
税
を
納
め
や

す
く
す
る
た
め
に
『
納
税
貯
蓄
組

合
へ
の
加
入
』
を
勧
め
て
い
ま
す
。

　

加
入
さ
れ
る
場
合
は
、
ご
近
所

の
納
税
貯
蓄
組
合
へ
申
し
込
む
か

ま
た
は
、
役
場
総
務
課
税
務
グ

ル
ー
プ
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
納
め
忘
れ
な
ど
を
無
く

す
る
た
め
に
、
口
座
振
替
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　

毎
月
金
融
機
関
な
ど
へ
行
く
手

間
が
は
ぶ
け
、
一
度
手
続
き
す
る

と
翌
年
度
か
ら
も
自
動
的
に
引
き

落
と
さ
れ
、
毎
年
継
続
さ
れ
ま
す
。

　

利
用
さ
れ
る
方
は
、
預
貯
金
通

帳
と
印
鑑
及
び
納
付
書
を
持
参
の

う
え
、
役
場
・
各
支
所
・
町
内
の

金
融
機
関
ま
た
は
郵
便
局
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
役
場
総
務
課
税
務
グ

ル
ー
プ
（�
　

－

２
２
７
５
）
へ

４２

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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時　間月　日場　　　所地区

１０：００～

１３：００

６月２６日�大 沢 支 所
白 神

荒 谷

６月２８日�漁 民 セ ン タ ー
建 石

弁 天

６月２８日�館浜生活改善センター館 浜

６月２７日�札前生活改善センター札 前

６月２６日�小 島 支 所赤 神

６月２６日�静 浦 老 人 憩 の 家静 浦

６月２６日�茂 草 町 内 会 館茂 草

６月２８日�清部生活改善センター清 部

６月２７日�パートナーシップランド
　　　　　　『いさりび』江 良

６月２８日�

６月２７日�原 口 老 人 憩 の 家原 口

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

��������	
　函館赤十字血液センターの移動採血車「ひまわり号」が、松前町
で次の日程とおり献血を行ないますので、ご協力をお願いします。

時　　　間場　　　　　所月　日
９：００～１１：００建石　海上自衛隊前　　　　

６月２２日
（金）

１２：３０～１３：３０大磯　町立松前病院横　　　

１４：００～１６：００福山　松前町役場横　　　　

������

�������

　・年　　齢　１６歳～６９歳（６５歳以上は献血経験のある方）
　・体　　重　男性４５㎏、女性４０㎏以上
　・最高血圧　９０mmHg以上
�������	

　・輸血を受けたことのある方
　・妊娠中又は６ヶ月以内に妊娠したことのある方
　・授乳中の方
※２００mlと４００ml献血がありますので、問診時に申し出てください。
�������	

　役場保健福祉課健康グループ　�４２－２２７５

�����������	
����

�������	
��
�
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■
発
行
・
松
前
町
　
■
編
集
・
総
務
課
政
策
推
進
グ
ル
ー
プ
　
■
印
刷
・
㈲
三
和
印
刷

　
　
　
　
　
　
　
　
〒
０４９

－１５９２
　
北
海
道
松
前
郡
松
前
町
字
福
山
２４８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 �
 ０１３９

－４２
－２２７５

   ＦＡ
Ｘ
 ０１３９

－４６
－２０４８

■
松
前
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
h
ttp
://w

w
w
.e
-m
a
ts
u
m
a
e
.c
o
m
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▽
松
前
病
院
看
護
師
・
大
坂
さ
お

り
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

◇
金
一
封

○
青
山　

キ
ミ　

様
（
字
赤
神
）
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◇
金
一
封

○
山
口　

智
恵　

様
（
字
大
磯
）

○
沢
田　

雪
江　

様
（
字
博
多
）
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������
字静浦　成田　正寿
　　　　高谷ひとみ（字月島）

『戸籍の窓口』は、届け出の際、掲載
の承諾を得た方のみ紹介しています。
　また、敬称は略させていただきます。

������
�������	


���������	�
���
��
����������	
����	

����������	
���
	�
�������	
��������
（　）内は前月との比較増減 

�����
字原口　佐々木ツル（８０）
字二越　黒谷　豊樹（６７）
字江良　小林　� （８４）
字江良　原田　鈴江（８６）
字江良　米本　虎男（８０）
字清部　佐々木幸男（８０）
字館浜　須 　イセ（８９）
字館浜　�橋　　勇（８３）
字館浜　中山美佐子（７４）
字大磯　工藤　洋三（６４）
字博多　沢田　勝広（６４）
字博多　藤谷　ヨシ（７４）
字豊岡　濱道　ヱツ（７３）
字豊岡　三橋　定二（７３）
字月島　石戸ユキ江（９３）
字朝日　小林　エサ（１０２）
字白神　上林トシヱ（７８）
字白神　 川萬太郎（７６）

�����
字建石　佐藤 榮  之  丞 （大輔）

よう の すけ

字大磯　木田　 健  太 （ 敏 ）
けん た

字博多　紺野 竣太郎 （大輔）
しゅんたろう
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�役 ：役場
�病 ：町立松前病院
�総 ：町民総合センター
�町体 ：町民体育館
いさりび：パートナーシップランド『いさりび』
�集 ：小島地区基幹集落センター

�健 ：健康センター
�温泉 ：温泉休養センター
�球 ：町民野球場
パーク：ふれあい公園パークゴルフ場
�コミ ：建石コミュニティセンター
�改 ：生活改善センター

�憩 ：老人憩の家
�寿 ：寿の家
�福 ：月島福祉の家
ふれあい：ふれあい交流センター
�会館 ：町内会館
�社協 ：社会福祉協議会

����
���� ��

����������

�� ���
小学校運動会（館浜小・白神小）
童話の日（絵本の読み聞かせ）（１４：００～１４：３０ �総 ）�� ���
小学校運動会
（原口小・大島小・小島小・松城小・松前小）
スタンド営業：前側石油

�� ���

さわやか健診
（８：３０～１１：００ 原口�憩 、１３：００～１５：００ 清部�改 ）
整形外科・脊椎疾患専門外来（１３：３０～１５：００ �病 ）

�� ���

さわやか健診（８：３０～１５：３０ いさりび）
�������	
���
������ ���

さわやか健診
（８：３０～１１：００ 茂草�会館 、１３：００～１５：００ 静浦�会館 ）
眼科診療（８：３０～１５：００ �病 ）

�� ���

さわやか健診
（８：３０～１１：００ 札前�改 、１３：００～１５：００ 館浜�改 ）旅行相談窓口開設（１３：００～１５：００ �役 ）�� ���
さわやか健診
（８：３０～１１：００ 漁民センター、１３：００～１５：００ �コミ ）
耳鼻咽喉科診療（８：３０～１５：００ �病 ）

�� ���

さわやか健診（８：３０～１１：００ �集 ）�� ���

スタンド営業：川菱商会��� ���

�������	������������������ ���
股関節脱臼検査（１３：００～１３：３０ �病 ）
リハビリ教室（１０：００～１５：３０ �総 ）��� ���
１歳６ヵ月児健診（１２：３０～１２：４５ �総 ）
３歳児健診（１３：００～１３：１５ �総 ）
眼科診療（８：３０～１５：００ �病 ）古文書講座（１９：００～２０：３０ �総 ）

��� ���

栄養相談（１０：００～１４：００ �健 ）
定期健康相談
（１０：００～１４：００ �健 　１２：３０～１３：３０ 茂草�会館 ）旅行相談窓口開設（１３：００～１５：００ �役 ）

��� ���

��� ���

童話の日（絵本の読み聞かせ）（１４：００～１４：３０ �総 ）��� ���

スタンド営業：太平洋石油��� ���

整形外科・脊椎疾患専門外来（１３：３０～１５：００ �病 ）��� ���

�������	������������������ ���

�� �����	
�����������	
��� �����	
�����������	
�
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��� ������ ��������

��� ������ ��������

����
����� ��

����������

眼科診療（８：３０～１５：００ �病 ）

運転免許更新時講習会（�総 ）
　違反講習１０：００～・優良講習１３：００～
　一般講習１３：４５～・初回講習１５：００～
心配ごと相談所開設（１３：００～１６：００ �社協 ）

��� ���

育児教室【すくすく教室】（１０：００～１１：３０ �健 ）
定期健康相談（１０：００～１４：００ �健 ）旅行相談窓口開設（１３：００～１５：００ �役 ）��� ���

耳鼻咽喉科診療（１３：３０～１５：００ �病 ）��� ���
内科（循環器・予約制）・外科・整形外科（北大）
耳鼻咽喉科のみ診療（８：３０～１１：００ �病 ）��� ���

��������	
��

スタンド営業：前側石油
��� ���

��� ���

�������	������������������ ���
乳児健診（１２：３０～１３：１５ �健 ）
眼科診療（８：３０～１５：００ �病 ）

出稼ぎ就職相談会（１０：００～１４：００ �総 ）
年金相談（９：００～１５：００ �役 ）��� ���

定期健康相談（１０：００～１４：００ �健 ）旅行相談窓口開設（１３：００～１５：００ �役 ）��� ���

��� ���
�������	
�（９：００～１７：００ �総 ）��� ���

�� �����	
�����������	
��� �����	
�����������	
�

�������	
�（９：００～１５：００ �総 ）

スタンド営業：川菱商会�� ���

�� ���

小学校陸上競技大会�� ���

�
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